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低
賃
金
を
導
入
し
て
い
る
ヌ
ー
シ
ャ
テ
ル
、

ジ
ュ
ラ
州
に
次
い
で
３
番
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
発
議
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

加
盟
で
ス
イ
ス
最
大
の
産
業
別
労
働
組
合

U
N
I
A
が
主
導
し
た
も
の
で
あ
り（
写

真
１
）、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
賃
金
が
注
目
さ
れ
る
な
か
、

世
界
の
中
で
も
生
活
費
の
高
い
都
市
ラ

ン
キ
ン
グ
で
常
に
ト
ッ
プ
10
に
入
る
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
に
お
い
て
、初
め
て
と
な
る
最
低
賃

金
制
度
導
入
は
労
働
者
の
歴
史
的
勝
利
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

裕
福
な
国
ス
イ
ス
で
困
窮
す
る

労
働
者

　

コ
ロ
ナ
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
前
か
ら
、

ス
イ
ス
で
は
す
で
に
数
十
万
人
が
貧
困
や

不
安
定
な
生
活
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。

ス
イ
ス
連
邦
統
計
局
に
よ
る
と
、
約
66
万

人
（
人
口
の
約
8
％
）
が
貧
困
状
態
に
あ

り
、1
0
0
万
人
以
上
、つ
ま
り
国
民
の
7

保
障
の
賛
否
が
国
民
投
票
に
か
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
否
決
さ
れ
続
け
て
き
ま
し

た
。（
例
え
ば
2
0
1
4
年
の
国
民
投
票

で
、
時
給
22
フ
ラ
ン
の
最
低
賃
金
を
全
国

的
に
導
入
す
る
案
は
76
・
3
％
と
圧
倒
的

多
数
が
反
対
し
、
否
決
さ
れ
た
。）
今
回
の

州
レ
ベ
ル
に
お
け
る
最
低
賃
金
の
導
入
は
、

同
じ
く
住
民
投
票
で
時
給
20
フ
ラ
ン
の
最

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
州
で
初
の
最
低
賃
金
導
入

 
～
コ
ロ
ナ
禍
で
の
歴
史
的
勝
利
の
背
景
と
は
～

　

2
0
2
0
年
９
月
27
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

州
住
民
投
票
に
お
い
て
58
％
の
住
民
が
最

低
賃
金
時
給
23
フ
ラ
ン（
2
6
1
4
円
）の

発
議
に
賛
成
票
を
投
じ
、
そ
の
結
果
を
受

け
て
11
月
１
日
か
ら
同
制
度
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ス
イ
ス
で
は
幾

度
と
な
く
全
国
レ
ベ
ル
で
の
最
低
賃
金
導

入
や
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
な
ど
の
生
活

人
に
1
人
は
貧
困
の
一
歩
手
前
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
生
活
費
が
必
要
な
ス
イ
ス
に
お
け
る

貧
困
ラ
イ
ン
の
定
義
は
、
４
人
家
族
で
月

4
0
5
0
フ
ラ
ン（
約
46
万
円
）
以
下
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
賃
金
が
最
も
低
い
の
は
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
商
店
で
の
販
売
や
、

宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
、
建
設
労
働
者
や
清

掃
員
な
ど
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

で
あ
り
、
そ
の
多
く
の
労
働
者
は
移
民
労

働
者
、
女
性
、
若
者
で
占
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
最
低
限
の
生
活
以
下
で
暮
ら
す
「
ワ
ー

キ
ン
グ
・
プ
ア
」
は
ス
イ
ス
で
は
13
万
人
を

超
え
、
貧
困
ラ
イ
ン
の
5
人
に
1
人
以
上

は
、
予
想
外
に
発
生
し
た
支
払
い
2

 

5

 
0
 

0
フ
ラ
ン（
約
28
万
円
）を
手
当
て
で
き
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
は
ス
イ

ス
の
中
で
も
豊
か
な
州
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

危
機
が
始
ま
っ
て
以
来
、
食
料
配
給
に
頼

る
人
の
数
は
4
倍
に
膨
ら
む
な
ど
、
一
部

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ワ
ー
キ
ン
グ

写真１：住民投票にむけてUNIAが最低賃金時給 23フランを
訴えたキャンペーンポスター
写真１：住民投票にむけてUNIAが最低賃金時給 23フランを
訴えたキャンペーンポスター（筆者が自宅近くにて撮影）
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（
1
2
6
5
円
）、ド
イ
ツ
11
・
80
ド
ル
（
1
 

2
3
4
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表
）。

世
界
最
高
水
準
の
最
低
賃
金
額
と
し
て
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
世
界
最
高
水
準
の

生
活
費
が
必
要
で
あ
る
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
で
は
、
時
給
23
フ
ラ
ン
で
も
貧
困
ラ
イ

ン
を
ぎ
り
ぎ
り
超
え
る
水
準
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
水
準
は
、
週
41

時
間
の
労
働
で
月
4
0
0
0
フ
ラ
ン（
約

45
万
6
0
0
0
円
）
を
わ
ず
か
に
超
え
る

金
額
で
あ
り
、
先
に
ス
イ
ス
連
邦
統
計
局

が
定
義
す
る
貧
困
ラ
イ
ン
、
４
人
家
族
で

月
4
0
5
0
フ
ラ
ン（
約
46
万
円
）
と
同

等
で
す
。
金
額
だ
け
見
る
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

の
最
低
賃
金
は
過
剰
に
高
い
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
ス
イ
ス
国
内
の
貧
困
ラ
イ
ン
の

定
義
を
鑑
み
る
と
至
極
妥
当
で
あ
り
、ジ
ュ

ネ
ー
ブ
州
内
の
約
６
％
に
あ
た
る
約
３
万

人
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
労
働
者
に
と
っ
て

よ
う
や
く
将
来
へ
の
希
望
の
光
が
見
え
た

金
額
で
も
あ
り
ま
す
。

労
働
運
動
が
主
役
！

　

今
回
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
州
住
民
投
票
の

発
議
は
、
ス
イ
ス
最
大
の
産
業
別
労
働
組

合
U
N
I
A
が
主
導
し
、他
の
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
加
盟
の
労
働
組
合
で
あ
る

S
Y
N
A
な
ど
の
労
働
組
合
が
加
わ
り（
写

真
２
）、
統
一
し
た
労
働
戦
線
と
し
て
「
世

間
並
み
の
賃
金
」
に
つ
な
が
る
「
絶
対
最

低
限
の
賃
金
」
を
求
め
た
運
動
の
結
果
で

プ
ア
の
生
活
基
盤
の
弱
さ
を
露
呈
し
た
か

た
ち
と
な
り
ま
し
た
。

最
低
賃
金
時
給
23
フ
ラ
ン
は

妥
当
か
？

　

今
回
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
州
が
導
入
す
る
最
低

賃
金
時
給
23
フ
ラ
ン
（
2
6
1
4
円
）
は
、

他
の
経
済
協
力
開
発
機
構（
O
E
C
D
）

諸
国
と
比
較
す
る
と
約
２
倍
の
金
額
で

す
。
2
0
1
9
年
の
O
E
C
D
の
調
査
に

よ
る
と
、
加
盟
32
カ
国
の
実
質
最
低
賃

金
を
米
ド
ル
換
算
す
る
と
最
も
高
い
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
12
・
60
ド
ル
（
1
3
1
7

円
）、
次
い
で
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
12
・
50
ド

ル（
1
3
0
7
円
）、
フ
ラ
ン
ス
12
・
10
ド
ル

る
う
え
で
重
要
な
歴
史
的
勝
利
と
な
り

ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

や
不
安
定
労
働
者
が
注
目
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
そ
う
し
た

労
働
者
へ
の
賃
金
待
遇
改
善
が
進
ん
で
い

な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。「
食
え
る

賃
金
」、「
欧
州
並
み
の
賃
金
」
を
求
め
て

労
働
戦
線
統
一
を
果
た
し
て
き
た
日
本
の

労
働
運
動
は
、
い
ま
こ
そ
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
外
国
労
働
者
、
不
安
定
・

非
正
規
労
働
者
に
対
し
て
手
を
差
し
伸

べ
、「
正
規
雇
用
労
働
者
と
同
等
の
賃
金
」

及
び
「
尊
厳
あ
る
賃
金
」
を
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
。
住
民
投
票
の
結
果
を
受
け
て
、
連
邦

政
府
・
議
会
は
最
低
賃
金
を
設
け
れ
ば
失

業
が
増
え
る
と
し
て
反
対
の
姿
勢
を
示

し
て
い
ま
し
た
が
、多
く
の
労
働
者
は
、
貧

困
と
の
闘
い
、
社
会
融
合
の
助
長
や
人
間

の
尊
厳
へ
の
敬
意
に
寄
与
す
る
と
、
労
働

組
合
が
主
役
と
な
っ
た
運
動
の
成
果
を
称

え
て
い
ま
す
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
州
で
は
、
例

え
ば
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る

建
設
労
働
者
の
一
定
数
を
占
め
る
東
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
出
身
の
移
民
労
働
者
の
平
均
賃
金

は
月
額
2
0
0
0
フ
ラ
ン
程
度
と
さ
れ
て

お
り
、
ス
イ
ス
連
邦
政
府
の
定
め
る
貧
困

ラ
イ
ン
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
感
染
リ
ス
ク

を
負
い
な
が
ら
働
く
労
働
者
の
３
分
の

２
は
女
性
労
働
者
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
う

し
た
労
働
者
に
対
し
て
賃
金
ダ
ン
ピ
ン
グ

を
な
く
し
、
適
正
な
賃
金
へ
の
移
行
を
図

写真２：インダストリオール加盟のUNIAとSYNAが最低
賃金23フランを求めて共闘する様子

（インダストリオールのホームページより）

図表：OECD 加盟国における最低賃金ランキング
（時給換算USドル：日本円）のトップ10カ国（2019 年）

  1位  オーストラリア（12.6ドル：1317円）
  2位  ルクセンブルク（12.5ドル：1307円）
  3位  フランス（12.1ドル：1265円）
  4位  ドイツ（11.8ドル：1234円）
  5位  オランダ（11.0ドル：1150円）
  5位  ベルギー（11.0ドル：1150円）
  5位  ニュージーランド（11.0ドル：1150円）
  8位  イギリス（10.5ドル：1098円）
  9位  カナダ（10.2ドル：1067円）
  10位  アイルランド（10.1ドル：1056円）
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ま
つ
ざ
き
・
か
ん
　

１
９
９
８
年
金
属
労
協
に
入
局
。
国
際
局
、
政
策

局
で
主
任
と
し
て
産
業
政
策
、
環
境
政
策
の
立
案

を
は
じ
め
海
外
労
使
紛
争
防
止
ツ
ー
ル
の
作
成
な

ど
に
活
躍
。
２
０
１
０
年
９
月
１
日
か
ら
家
族
同

伴
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
（
現
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
）

に
赴
任
。
現
在
の
担
当
役
職
は
、
産
業
政
策
・
多

国
籍
企
業
政
策
グ
ル
ー
プ
の
造
船
・
船
舶
解
撤
／

I
C
T

・

電
機
・
電
子
部
門
担
当
部
長
。


